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平面上に四角形 ABCD がある．この平面上の任意の 2 点 P; Q に対して，
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が成り立つとき，四角形 ABCD はどのような四角形か．
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【テーマ】：ベクトルの表す図形
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始点を揃えて式を変形します．最後は，始点にこだわらず式を変形し，P; Q が平面上の任意の点であることを用

います．
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始点を A にそろえると，
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P; Q は平面上の任意の点であるから，
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ゆえに，四角形 ABCD は平行四辺形である．ÝÝ(答)
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この問題のポイントは，2 つあります．一つ目は，始点を A にそろえて式を変形していく点です．二つ目は，最後

のところで，2 点 P; Q が平面上の任意の点であるという点です．この 2 点が平面上の任意の点であるということは，
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PQ は平面上の任意のベクトルであることと同値です．したがって，

¡!
PQ ¢ (

¡!
CB+

¡!
AD) = 0

が成り立つためには，
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AD = ~0 でなければならないという風に考えます．問題文で 2 点 P; Q は異なる点とは

一言も書いていないので，安易に
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PQ Ë ~0 としないようにしましょう．
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